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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】令和2年10月15日(2020.10.15)

【公開番号】特開2019-202934(P2019-202934A)
【公開日】令和1年11月28日(2019.11.28)
【年通号数】公開・登録公報2019-048
【出願番号】特願2019-162190(P2019-162190)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ   3/083    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/085    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/087    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/091    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/093    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/097    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ    3/083    　　　　
   Ｃ０３Ｃ    3/085    　　　　
   Ｃ０３Ｃ    3/087    　　　　
   Ｃ０３Ｃ    3/091    　　　　
   Ｃ０３Ｃ    3/093    　　　　
   Ｃ０３Ｃ    3/097    　　　　
   Ｃ０３Ｃ   21/00     １０１　

【手続補正書】
【提出日】令和2年9月2日(2020.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酸化物基準のモル百分率表示で、ＳｉＯ２を５４～６２％、Ａｌ２Ｏ３を１２～２０％
、Ｂ２Ｏ３を０．５～５％、Ｐ２Ｏ５を０～４％、Ｌｉ２Ｏを５～１６％、Ｎａ２Ｏを５
～１４％、Ｋ２Ｏを０～２％、ＭｇＯを０～１０％、ＣａＯを０～１％、ＳｒＯを０～１
％、ＢａＯを０～１％、ＺｎＯを０～５％、ＴｉＯ２を０～１％、ＺｒＯ２を０～４％を
含有し、
　ＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、Ｂ２Ｏ３、Ｐ２Ｏ５、Ｌｉ２Ｏ、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、ＭｇＯ、
ＣａＯ、ＳｒＯ、ＢａＯ及びＺｒＯ２の各成分の酸化物基準のモル百分率表示による含有
量を用いて、下記式に基づき算出されるＸの値が４００００以上である化学強化用ガラス
。
　Ｘ＝ＳｉＯ２×３２９＋Ａｌ２Ｏ３×７８６＋Ｂ２Ｏ３×６２７＋Ｐ２Ｏ５×（－９４
１）＋Ｌｉ２Ｏ×９２７＋Ｎａ２Ｏ×４７．５＋Ｋ２Ｏ×（－３７１）＋ＭｇＯ×１２３
０＋ＣａＯ×１１５４＋ＳｒＯ×７３３＋ＺｒＯ２×５１．８
【請求項２】
　ＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、Ｂ２Ｏ３、Ｐ２Ｏ５、Ｌｉ２Ｏ、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、ＭｇＯ、
ＣａＯ、ＳｒＯ、ＢａＯ及びＺｒＯ２の各成分の酸化物基準のモル百分率表示による含有
量を用いて、下記式に基づき算出されるＹの値が０．７以上である、請求項１に記載の化



(2) JP 2019-202934 A5 2020.10.15

学強化用ガラス。
　Ｙ＝ＳｉＯ２×０．００８８４＋Ａｌ２Ｏ３×０．０１２０＋Ｂ２Ｏ３×（－０．００
３７３）＋Ｐ２Ｏ５×０．０００６８１＋Ｌｉ２Ｏ×０．００７３５＋Ｎａ２Ｏ×（－０
．００２３４）＋Ｋ２Ｏ×（－０．００６０８）＋ＭｇＯ×０．０１０５＋ＣａＯ×０．
００７８９＋ＳｒＯ×０．００７５２＋ＢａＯ×０．００４７２＋ＺｒＯ２×０．０２０
２
【請求項３】
　酸化物基準のモル百分率表示によるＬｉ２Ｏの含有量が１３％以下である、請求項１ま
たは２に記載の化学強化用ガラス。
【請求項４】
　酸化物基準のモル百分率表示によるＡｌ２Ｏ３の含有量が１３％以上である、請求項１
～３のいずれか１項に記載の化学強化用ガラス。
【請求項５】
　失透温度Ｔが、粘度が１０４ｄＰａ・ｓとなる温度Ｔ４以下である請求項１～４のいず
れか１項に記載の化学強化用ガラス。
【請求項６】
　破壊靭性値が０．７ＭＰａ・ｍ１／２以上である請求項１～５のいずれか１項に記載の
化学強化用ガラス。
【請求項７】
　ヤング率が７４ＧＰａ以上である請求項１～６のいずれか１項に記載の化学強化用ガラ
ス。
【請求項８】
　表面圧縮応力（ＣＳ）が４５０ＭＰａ以上の化学強化ガラスであって、
　前記化学強化ガラスの母組成が、酸化物基準のモル百分率表示で、ＳｉＯ２を５４～６
２％、Ａｌ２Ｏ３を１２～２０％、Ｂ２Ｏ３を０．５～５％、Ｐ２Ｏ５を０～４％、Ｌｉ

２Ｏを５～１６％、Ｎａ２Ｏを５～１４％、Ｋ２Ｏを０～２％、ＭｇＯを０～１０％、Ｃ
ａＯを０～１％、ＳｒＯを０～１％、ＢａＯを０～１％、ＺｎＯを０～５％、ＴｉＯ２を
０～１％、ＺｒＯ２を０～４％を含有し、
　前記化学強化ガラスの母組成におけるＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、Ｂ２Ｏ３、Ｐ２Ｏ５、Ｌ
ｉ２Ｏ、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、ＭｇＯ、ＣａＯ、ＳｒＯ、ＢａＯ及びＺｒＯ２の各成分の酸
化物基準のモル百分率表示による含有量を用いて、下記式に基づき算出されるＸの値が４
００００以上である化学強化ガラス。
　Ｘ＝ＳｉＯ２×３２９＋Ａｌ２Ｏ３×７８６＋Ｂ２Ｏ３×６２７＋Ｐ２Ｏ５×（－９４
１）＋Ｌｉ２Ｏ×９２７＋Ｎａ２Ｏ×４７．５＋Ｋ２Ｏ×（－３７１）＋ＭｇＯ×１２３
０＋ＣａＯ×１１５４＋ＳｒＯ×７３３＋ＺｒＯ２×５１．８
【請求項９】
　前記化学強化ガラスの応力プロファイル中で応力がゼロになる部分のガラス表面からの
深さ（ＤＯＬ）から２０μｍガラス表面側の深さにおける圧縮応力値ＣＳＤＯＬ－２０を
用いて下記式により算出されるΔＣＳＤＯＬ－２０（単位：ＭＰａ／μｍ）が０．４以上
である請求項８に記載の化学強化ガラス。
　ΔＣＳＤＯＬ－２０＝ＣＳＤＯＬ－２０／２０
【請求項１０】
　前記ΔＣＳＤＯＬ－２０（単位：ＭＰａ／μｍ）が４．０以下である請求項８または９
に記載の化学強化ガラス。
【請求項１１】
　板厚ｔが２ｍｍ以下である請求項８～１０のいずれか１項に記載の化学強化ガラス。
【請求項１２】
　ガラス表面から１００μｍの深さの部分の圧縮応力値（ＣＳ１００）が１５ＭＰａ以上
である請求項８～１１のいずれか１項に記載の化学強化ガラス。
【請求項１３】
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　前記ＣＳ１００と板厚ｔ（ｍｍ）の二乗との積（ＣＳ１００×ｔ２）が１２０ＭＰａ・
ｍｍ２以下である請求項１２に記載の化学強化ガラス。
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